
凡例 科⽬区分 基幹教育必
修

基幹教育選
択必修

プログラム
必修

プログラム
選択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

⼤学院連携
科⽬

※隔年集中
＝黒が開講

時期

再掲は薄⾊
表⽰

基幹教育必
修

基幹教育選
択必修

プログラム
必修

プログラム
選択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

D-4.修得した知識・技術を社会に
還元する意欲を有する。

D-3.学際的知識を研究、開発に応
⽤できる。

D-2.複眼的な視点を有し、多様な
問題解決法を考える事ができる。

⽔産科学のフロ
ンティア

D-1.科学の⽅法と論理的思考⽅法
を⾝につけ、実践できる。

乗船実習Ⅰ 乗船実習Ⅱ

アクアフィー
ルド科学実習

C-1-6.専⾨分野の内容を深く理解
し、その知識を利⽤することがで

きる。

⽔産科学のフロ
ンティア

浮遊⽣物学Ⅰ 浮遊⽣物学Ⅱ

⿂類免疫学Ⅰ ⿂類免疫学Ⅱ 海洋科学 海洋科学

藻類学Ⅱ ⽔産増殖学 ⿂病学 ⿂病学

⽔産資源学Ⅰ ⽔産資源学Ⅱ ⽔族⽣化学Ⅱ

⽔産⽣物環境学Ⅰ ⽔産⽣物環境学Ⅱ ⽔産海洋学 ⽔産海洋学

⽔圏⽣態系の保
全と再⽣

⽔産経済学 ⽔産経済学

⽔産⾷品科学 ⽔産⾷品科学

海洋資源化学Ⅰ 海洋資源化学Ⅱ 栽培漁業学 栽培漁業学

C-1-2.数式を業務に必要なレベル
で解析、処理できる。

C-1-1.実験や計算の結果を評価
し、⾃分の考えを正しく表現出来

る。

⾃然科学総合実
験

⾃然科学総合実
験

⽣物統計解析

B-5.下記の知識を統合し、学際的
知識を理解し、説明できる。

⿂類学Ⅰ ⿂類学Ⅱ

動物発⽣学Ⅰ 飼料・草地学Ⅰ

動物⽣理学Ⅰ 動物⽣理学Ⅱ

⽔族⽣理⽣態学Ⅰ ⽔族⽣理⽣態学Ⅱ

動物組織学Ⅰ 動物組織学Ⅱ

動物⾏動⽣態学Ⅰ 動物⾏動⽣態学Ⅱ

藻類学Ⅰ ⽔族⽣化学Ⅰ

基礎⽣物有機化
学Ⅰ

基礎⽣物有機化
学Ⅱ

動物学Ⅰ 動物学Ⅱ

⽣物化学Ⅰ ⽣物化学Ⅱ

無機物質化学
Ⅰ

無機物質化学
Ⅱ

有機物質化学
Ⅰ

有機物質化学
Ⅱ

基礎化学結合
論Ⅰ

基礎化学結合
論Ⅱ

基礎化学熱⼒
学Ⅰ

基礎化学熱⼒
学Ⅱ

基礎⽣化学Ⅰ 基礎⽣化学Ⅱ 有機化学Ⅰ

基礎⽣物有機化
学Ⅰ

基礎⽣物有機化
学Ⅱ

⼊⾨線形代数Ⅰ ⼊⾨線形代数Ⅱ ⼊⾨微分積分Ⅰ ⼊⾨微分積分Ⅱ

電磁気学基礎 熱⼒学基礎

電磁気学概論 熱⼒学概論

A-6.情報処理能⼒、コミュニケー
ション能⼒を涵養し、⾃分の考え

を正しく表現できる。

サイバーセキュ
リティ基礎論

数値解析学Ⅰ 数値解析学Ⅱ

学術英語・テー
マベース

学術英語・テー
マベース

学術英語・テー
マベース

学術英語・テー
マベース

学術英語・スキ
 ルベース

学術英語・スキ
 ルベース

学術英語・スキ
 ルベース

学術英語・スキ
 ルベース

アグリフードシ
ステムと農学

ミクロ経済学

政治経済学

教育基礎学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

教育基礎学⼊
⾨

A-2. 深い専⾨的知識と豊かな教養
を背景とし、⾃ら問題を⾒出し、
創造的・批判的に吟味・検討する

ことができる。
領域 A-1.学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣

実地⾒学

増殖学実習

⽣物化学実験

⽔産増殖学実験

⽔産⽣物環境学実験

海洋微⽣物学Ⅱ

数理統計学

B-2.化学に関する基礎的知識を理
解し、説明できる。

B．知識・理
解

動物⽣産科学概論

B-4.現代科学、特に⽔産科学に関
わる諸科学の様々な現象を理解

し、説明できる。

B-3.⽣物学に関する基礎的知識を
理解し、説明できる。

⽣物学概論

基礎⽣物学実験
Ⅰ

基礎⽣物学実験
Ⅱ

海洋⽣物学実験

A 主体的学
び・協学

A-5.⽂章表現能⼒、⼝頭発表能
⼒、及び討議⼒を持って広く世界
と交流し、効率的に情報を発信、

吸収できる。

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅰ）

動物⽣産科学コース ⽔産科学分野 

学年

D．実践

C-2．技能
（統合・創造

能⼒）

C-2-1.問題点を⾒出し、その解決
策を考える事ができる。

知識を統合し、問題解決に利⽤す
ることができる。

無脊椎動物学

学術英語・集中演習

専⾨英語

C-1．技能
（専⾨的能

⼒）

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

C-1-5.海洋⽣物の⽣産に関わる⽣
命現象について業務に必要なレベ

ルで解析し、処理できる。

基礎化学実験

C-1-4.海洋⽣物資源の最適⽣産・
保護・管理について業務に必要な
レベルで解析し、処理できる。

C-1-3.海洋⽣物資源の利⽤につい
て業務に必要なレベルで解析し、

処理できる。

⽔産化学実験

卒業研究

海洋微⽣物学Ⅰ

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

海洋資源化学実験

⽔族⽣化学実験

⽔産⽣物学実験第⼆

細胞⽣物学

B-1.数学・物理学に関する基礎的
知識を理解し、説明できる。

⼒学概論

情報科学

集団⽣物学

⽣態系の科学

分⼦⽣物学

分⼦細胞⽣物学

⼒学基礎

⽣物⽣産⽣態学

物理数学

A-3. 多様な知の交流を⾏い、他者
と協働し問題解決にあたることが

できる。

健康・スポーツ科学演習

A-4.海洋⽣物・⽔産科学のみなら
ず広く⾃然科学分野についての興

味をもつ。

アセスメント・プラン

「学⽣による⾃⼰評価項⽬」結果と学⽣のGPAをつき合わせて、学⽣個⼈個⼈について学修上の問題点を抽出す
る。抽出した問題点について、科⽬のシラバス内容が適切・充分であるかを検討し、必要であればシラバス内容の
修正を図る。同時にカリキュラム・ポリシーにそった体系的な積み上げ学修が出来ているかを検討し、新たな科⽬

設定も含めて、科⽬の配置を再考する。

学年
学⼠課程の時期区分

学術英語・アカデミックイシューズ
学術英語・プロ
ダクション１

学術英語・プロ
ダクション２

法学⼊⾨
政治学⼊⾨ 政治学⼊⾨
経済学⼊⾨ 経済学⼊⾨

地理学⼊⾨ 地理学⼊⾨
社会学⼊⾨ 社会学⼊⾨

農学⼊⾨Ⅰ

農学⼊⾨Ⅱ

卒業研究発表の機会を利⽤して、教員側からの評価項⽬（5項⽬）と
学⽣の⾃⼰分析項⽬（5項⽬）をつき合わせ、学⽣に不⾜する知識・
能⼒、特にディプロマ・ポリシーの「C-1.専⾨的能⼒」および「C-2.
統合・創造能⼒」について、不⾜する点を抽出する。その問題点を克

服するために必要なカリキュラムの検討・改善を図る。

基幹教育セミナー

哲学・思想⼊⾨ 哲学・思想⼊⾨
先史学⼊⾨ 先史学⼊⾨
歴史学⼊⾨ 歴史学⼊⾨

課題協学科⽬ ⾼年次基幹教育科⽬

基盤・発展 統合

⼼理学⼊⾨ ⼼理学⼊⾨

⽂学・⾔語学⼊⾨ ⽂学・⾔語学⼊⾨
芸術学⼊⾨ 芸術学⼊⾨

⽂化⼈類学⼊⾨ ⽂化⼈類学⼊⾨

経済史⼊⾨ 経済史⼊⾨

The Law and Politics of
International Society

法学⼊⾨

科学英語

科学英語

学術英語・CALL１

学術英語・グローバルイシューズ
学術英語・CALL２ 学術英語・CALL２

学術英語・集中演習 学術英語・集中演習学術英語・集中演習

学術英語・CALL１

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅱ）

農学部等学生課
テキストボックス
水産科学分野
令和３～４年度入学者



凡例 科⽬区分 基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

⼤学院連携科
⽬

※隔年集中＝
黒が開講時期

再掲は薄⾊表
⽰

基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

D-4.修得した知識・技術を社会に
還元する意欲を有する。

D-3.学際的知識を研究、開発に応
⽤できる。

D-2.複眼的な視点を有し、多様な
問題解決法を考える事ができる。

⽔産科学のフロン
ティア

D-1.科学の⽅法と論理的思考⽅法
を⾝につけ、実践できる。

乗船実習

アクアフィー
ルド科学実習

C-1-6.専⾨分野の内容を深く理解
し、その知識を利⽤することがで

きる。

⽔産科学のフロン
ティア

浮遊⽣物学Ⅰ 浮遊⽣物学Ⅱ

⿂類免疫学Ⅰ ⿂類免疫学Ⅱ 海洋科学 海洋科学

藻類学Ⅱ ⽔産増殖学 ⿂病学 ⿂病学

⽔産資源学Ⅰ ⽔産資源学Ⅱ ⽔族⽣化学Ⅱ

⽔産⽣物環境学Ⅰ ⽔産⽣物環境学Ⅱ ⽔産海洋学 ⽔産海洋学

⽔圏⽣態系の保全
と再⽣

⽔産経済学 ⽔産経済学

⽔産⾷品科学 ⽔産⾷品科学

海洋資源化学Ⅰ 海洋資源化学Ⅱ 栽培漁業学 栽培漁業学

C-1-2.数式を業務に必要なレベルで
解析、処理できる。

C-1-1.実験や計算の結果を評価し、
⾃分の考えを正しく表現出来る。

⾃然科学総合実験 ⾃然科学総合実験 ⽣物統計解析

B-5.下記の知識を統合し、学際的
知識を理解し、説明できる。

動物組織学Ⅰ 動物組織学Ⅱ

⿂類学Ⅰ ⿂類学Ⅱ

動物発⽣学Ⅰ 飼料・草地学Ⅰ

動物⽣理学Ⅰ 動物⽣理学Ⅱ

⽔族⽣理⽣態学Ⅰ ⽔族⽣理⽣態学Ⅱ

動物形態学Ⅰ 動物形態学Ⅱ

動物⾏動⽣態学Ⅰ 動物⾏動⽣態学Ⅱ

藻類学Ⅰ ⽔族⽣化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

動物学Ⅰ 動物学Ⅱ

⽣物化学Ⅰ ⽣物化学Ⅱ

無機物質化学
Ⅰ

無機物質化学
Ⅱ

有機物質化学
Ⅰ

有機物質化学
Ⅱ

基礎化学結合
論Ⅰ

基礎化学結合
論Ⅱ

基礎化学熱⼒
学Ⅰ

基礎化学熱⼒
学Ⅱ

基礎⽣化学Ⅰ 基礎⽣化学Ⅱ 有機化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

⼊⾨線形代数Ⅰ ⼊⾨線形代数Ⅱ ⼊⾨微分積分Ⅰ ⼊⾨微分積分Ⅱ

電磁気学基礎 熱⼒学基礎

電磁気学概論 熱⼒学概論

サイバーセキュリ
ティ基礎論 数値解析学Ⅰ 数値解析学Ⅱ

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

アグリフードシス
テムと農学

ミクロ経済学

政治経済学

教育基礎学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

教育基礎学⼊
⾨

A-1. 深い専⾨的知識と豊かな教養
を背景とし、⾃ら問題を⾒出し、
創造的・批判的に吟味・検討する

ことができる。
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣

実地⾒学

増殖学実習

⽣物化学実験

⽔産増殖学実験

⽔産⽣物環境学実験

海洋微⽣物学Ⅱ

数理統計学

B-2.化学に関する基礎的知識を理
解し、説明できる。

B．知識・理
解

動物⽣産科学概論

B-4.現代科学、特に⽔産科学に関
わる諸科学の様々な現象を理解

し、説明できる。

B-3.⽣物学に関する基礎的知識を
理解し、説明できる。

⽣物学概論

基礎⽣物学実験Ⅰ 基礎⽣物学実験Ⅱ

海洋⽣物学実験

A 主体的学
び・協学

A-4.⽂章表現能⼒、⼝頭発表能⼒、
及び討議⼒を持って広く世界と交
流し、効率的に情報を発信、吸収

できる。

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅰ）

動物⽣産科学コース ⽔産科学分野 

学年

D．実践

C-2．技能
（統合・創造

能⼒）

C-2-1.問題点を⾒出し、その解決策
を考える事ができる。

知識を統合し、問題解決に利⽤す
ることができる。

無脊椎動物学

学術英語・集中演習

専⾨英語

C-1．技能
（専⾨的能

⼒）

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

C-1-5.海洋⽣物の⽣産に関わる⽣命
現象について業務に必要なレベル

で解析し、処理できる。

基礎化学実験

C-1-4.海洋⽣物資源の最適⽣産・保
護・管理について業務に必要なレ

ベルで解析し、処理できる。

C-1-3.海洋⽣物資源の利⽤について
業務に必要なレベルで解析し、処

理できる。

⽔産化学実験

卒業研究

海洋微⽣物学Ⅰ

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

海洋資源化学実験

⽔族⽣化学実験

⽔産⽣物学実験

細胞⽣物学

B-1.数学・物理学に関する基礎的
知識を理解し、説明できる。

⼒学概論

情報科学

集団⽣物学

⽣態系の科学

分⼦⽣物学

分⼦細胞⽣物学

⼒学基礎

⽣物⽣産⽣態学

物理数学

A-2. 多様な知の交流を⾏い、他者
と協働し問題解決にあたることが

できる。

健康・スポーツ科学演習

A-3.海洋⽣物・⽔産科学のみならず
広く⾃然科学分野についての興味

をもつ。

アセスメント・プラン

「学⽣による⾃⼰評価項⽬」結果と学⽣のGPAをつき合わせて、学⽣個⼈個⼈について学修上の問題点を抽出する。抽出
した問題点について、科⽬のシラバス内容が適切・充分であるかを検討し、必要であればシラバス内容の修正を図る。同
時にカリキュラム・ポリシーにそった体系的な積み上げ学修が出来ているかを検討し、新たな科⽬設定も含めて、科⽬の

配置を再考する。

学年
学⼠課程の時期区分

学術英語・アカデミックイシューズ
学術英語・プロダ

クション１
学術英語・プロダ

クション２

法学⼊⾨
政治学⼊⾨ 政治学⼊⾨
経済学⼊⾨ 経済学⼊⾨

地理学⼊⾨ 地理学⼊⾨
社会学⼊⾨ 社会学⼊⾨

農学⼊⾨Ⅰ

農学⼊⾨Ⅱ

卒業研究発表の機会を利⽤して、教員側からの評価項⽬（5項⽬）と学
⽣の⾃⼰分析項⽬（5項⽬）をつき合わせ、学⽣に不⾜する知識・能
⼒、特にディプロマ・ポリシーの「C-1.専⾨的能⼒」および「C-2.統

合・創造能⼒」について、不⾜する点を抽出する。その問題点を克服す
るために必要なカリキュラムの検討・改善を図る

基幹教育セミナー

哲学・思想⼊⾨ 哲学・思想⼊⾨
先史学⼊⾨ 先史学⼊⾨
歴史学⼊⾨ 歴史学⼊⾨

課題協学科⽬ ⾼年次基幹教育科⽬

基盤・発展 統合

⼼理学⼊⾨ ⼼理学⼊⾨

⽂学・⾔語学⼊⾨ ⽂学・⾔語学⼊⾨
芸術学⼊⾨ 芸術学⼊⾨

⽂化⼈類学⼊⾨ ⽂化⼈類学⼊⾨

経済史⼊⾨ 経済史⼊⾨

The Law and Politics of
International Society

法学⼊⾨

A-5.情報処理能⼒、コミュニケー
ション能⼒を涵養し、⾃分の考え

を正しく表現できる。 情報演習Ⅰ 情報演習Ⅱ

科学英語

科学英語

学術英語・CALL１

学術英語・グローバルイシューズ
学術英語・CALL２ 学術英語・CALL２

学術英語・集中演習 学術英語・集中演習学術英語・集中演習

学術英語・CALL１

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅱ）

農学部等学生課
テキストボックス
水産科学分野
令和５年度入学者



凡例 科⽬区分 基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

⼤学院連携科
⽬

※隔年集中＝
黒が開講時期

再掲は薄⾊表
⽰

基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

D-4.修得した知識・技術を社会に
還元する意欲を有する。

D-3.学際的知識を研究、開発に応
⽤できる。

D-2.複眼的な視点を有し、多様な
問題解決法を考える事ができる。

⽔産科学のフロン
ティア

D-1.科学の⽅法と論理的思考⽅法
を⾝につけ、実践できる。

乗船実習

アクアフィー
ルド科学実習

C-1-6.専⾨分野の内容を深く理解
し、その知識を利⽤することがで

きる。

⽔産科学のフロン
ティア

浮遊⽣物学Ⅰ 浮遊⽣物学Ⅱ

⿂類免疫学Ⅰ ⿂類免疫学Ⅱ 海洋科学 海洋科学

藻類学Ⅱ ⽔産増殖学 ⿂病学 ⿂病学

⽔産資源学Ⅰ ⽔産資源学Ⅱ ⽔族⽣化学Ⅱ

⽔産⽣物環境学Ⅰ ⽔産⽣物環境学Ⅱ ⽔産海洋学 ⽔産海洋学

⽔圏⽣態系の保全
と再⽣

⽔産経済学 ⽔産経済学

⽔産⾷品科学 ⽔産⾷品科学

海洋資源化学Ⅰ 海洋資源化学Ⅱ 栽培漁業学 栽培漁業学

C-1-2.数式を業務に必要なレベルで
解析、処理できる。

C-1-1.実験や計算の結果を評価し、
⾃分の考えを正しく表現出来る。

⾃然科学総合実験 ⾃然科学総合実験 ⽣物統計解析

B-5.下記の知識を統合し、学際的
知識を理解し、説明できる。

動物組織学Ⅰ 動物組織学Ⅱ

⿂類学Ⅰ ⿂類学Ⅱ

動物発⽣学Ⅰ 飼料・草地学Ⅰ

動物⽣理学Ⅰ 動物⽣理学Ⅱ

⽔族⽣理⽣態学Ⅰ ⽔族⽣理⽣態学Ⅱ

動物形態学Ⅰ 動物形態学Ⅱ

動物⾏動⽣態学Ⅰ 動物⾏動⽣態学Ⅱ

藻類学Ⅰ ⽔族⽣化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

動物学Ⅰ 動物学Ⅱ

⽣物化学Ⅰ ⽣物化学Ⅱ

無機物質化学
Ⅰ

無機物質化学
Ⅱ

有機物質化学
Ⅰ

有機物質化学
Ⅱ

基礎化学結合
論Ⅰ

基礎化学結合
論Ⅱ

基礎化学熱⼒
学Ⅰ

基礎化学熱⼒
学Ⅱ

基礎⽣化学Ⅰ 基礎⽣化学Ⅱ 有機化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

⼊⾨線形代数Ⅰ ⼊⾨線形代数Ⅱ ⼊⾨微分積分Ⅰ ⼊⾨微分積分Ⅱ

電磁気学基礎 熱⼒学基礎

電磁気学概論 熱⼒学概論

サイバーセキュリ
ティ基礎論 数値解析学Ⅰ 数値解析学Ⅱ

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

アグリフードシス
テムと農学

ミクロ経済学

政治経済学

教育基礎学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

教育基礎学⼊
⾨

A-1. 深い専⾨的知識と豊かな教養
を背景とし、⾃ら問題を⾒出し、
創造的・批判的に吟味・検討する

ことができる。
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣

A-5.情報処理能⼒、コミュニケー
ション能⼒を涵養し、⾃分の考え

を正しく表現できる。 情報演習Ⅰ 情報演習Ⅱ

科学英語

科学英語

学術英語・CALL１

学術英語・グローバルイシューズ
学術英語・CALL２ 学術英語・CALL２

学術英語・集中演習 学術英語・集中演習学術英語・集中演習

学術英語・CALL１

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅱ）

卒業研究発表の機会を利⽤して、教員側からの評価項⽬（5項⽬）と学⽣の⾃⼰
分析項⽬（5項⽬）をつき合わせ、学⽣に不⾜する知識・能⼒、特にディプロ
マ・ポリシーの「C-1.専⾨的能⼒」および「C-2.統合・創造能⼒」について、
不⾜する点を抽出する。その問題点を克服するために必要なカリキュラムの検

討・改善を図る。

基幹教育セミナー

哲学・思想⼊⾨ 哲学・思想⼊⾨
先史学⼊⾨ 先史学⼊⾨
歴史学⼊⾨ 歴史学⼊⾨

課題協学科⽬ ⾼年次基幹教育科⽬

基盤・発展 統合

⼼理学⼊⾨ ⼼理学⼊⾨

⽂学・⾔語学⼊⾨ ⽂学・⾔語学⼊⾨
芸術学⼊⾨ 芸術学⼊⾨

⽂化⼈類学⼊⾨ ⽂化⼈類学⼊⾨

経済史⼊⾨ 経済史⼊⾨

The Law and Politics of
International Society

法学⼊⾨

A-2. 多様な知の交流を⾏い、他者
と協働し問題解決にあたることが

できる。

健康・スポーツ科学演習

A-3.海洋⽣物・⽔産科学のみならず
広く⾃然科学分野についての興味

をもつ。

アセスメント・プラン

「学⽣による⾃⼰評価項⽬」結果と学⽣のGPAをつき合わせて、学⽣個⼈個⼈について学修上の問題点を抽出する。抽出
した問題点について、科⽬のシラバス内容が適切・充分であるかを検討し、必要であればシラバス内容の修正を図る。同
時にカリキュラム・ポリシーにそった体系的な積み上げ学修が出来ているかを検討し、新たな科⽬設定も含めて、科⽬の

配置を再考する。

学年
学⼠課程の時期区分

学術英語・アカデミックイシューズ
学術英語・プロダ

クション１
学術英語・プロダ

クション２

法学⼊⾨
政治学⼊⾨ 政治学⼊⾨
経済学⼊⾨ 経済学⼊⾨

地理学⼊⾨ 地理学⼊⾨
社会学⼊⾨ 社会学⼊⾨

農学⼊⾨Ⅰ

農学⼊⾨Ⅱ

卒業研究

卒業研究

卒業研究

海洋資源化学実験

⽔族⽣化学実験

細胞⽣物学

B-1.数学・物理学に関する基礎的
知識を理解し、説明できる。

⼒学概論

情報科学

集団⽣物学

⽣態系の科学

分⼦⽣物学

分⼦細胞⽣物学

⼒学基礎

⽣物⽣産⽣態学

物理数学

動物⽣産科学コース ⽔産科学分野 

学年

D．実践

C-2．技能
（統合・創造

能⼒）

C-2-1.問題点を⾒出し、その解決策
を考える事ができる。

知識を統合し、問題解決に利⽤す
ることができる。

無脊椎動物学

学術英語・集中演習

専⾨英語

C-1．技能
（専⾨的能

⼒）

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

C-1-5.海洋⽣物の⽣産に関わる⽣命
現象について業務に必要なレベル

で解析し、処理できる。

基礎化学実験

C-1-4.海洋⽣物資源の最適⽣産・保
護・管理について業務に必要なレ

ベルで解析し、処理できる。

C-1-3.海洋⽣物資源の利⽤について
業務に必要なレベルで解析し、処

理できる。

⽔産科学実験

卒業研究

海洋微⽣物学Ⅰ

卒業研究

実地⾒学

増殖学実習

⽣物化学実験

⽔産増殖学実験

⽔産⽣物環境学実験

海洋微⽣物学Ⅱ

数理統計学

B-2.化学に関する基礎的知識を理
解し、説明できる。

B．知識・理
解

動物⽣産科学概論

B-4.現代科学、特に⽔産科学に関
わる諸科学の様々な現象を理解

し、説明できる。

B-3.⽣物学に関する基礎的知識を
理解し、説明できる。

⽣物学概論

基礎⽣物学実験Ⅰ 基礎⽣物学実験Ⅱ

海洋⽣物学実験

A 主体的学
び・協学

A-4.⽂章表現能⼒、⼝頭発表能⼒、
及び討議⼒を持って広く世界と交
流し、効率的に情報を発信、吸収

できる。

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅰ）

農学部等学生課
テキストボックス
水産科学分野
令和６年度入学者



凡例 科⽬区分 基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

⼤学院連携科
⽬

※隔年集中＝
黒が開講時期

再掲は薄⾊表
⽰

基幹教育必修 基幹教育選択
必修

プログラム必
修

プログラム選
択

選択必修 卒業研究 国際コース
選択必修

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣
領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

D-4.修得した知識・技術を社会に
還元する意欲を有する。

D-3.学際的知識を研究、開発に応
⽤できる。

D-2.複眼的な視点を有し、多様な
問題解決法を考える事ができる。

⽔産科学のフロン
ティア

D-1.科学の⽅法と論理的思考⽅法
を⾝につけ、実践できる。

乗船実習

アクアフィー
ルド科学実習

C-1-6.専⾨分野の内容を深く理解
し、その知識を利⽤することがで

きる。

⽔産科学のフロン
ティア

浮遊⽣物学Ⅰ 浮遊⽣物学Ⅱ

⿂類免疫学Ⅰ ⿂類免疫学Ⅱ 海洋科学 海洋科学

藻類学Ⅱ ⽔産増殖学 ⿂病学 ⿂病学

⽔産資源学Ⅰ ⽔産資源学Ⅱ ⽔族⽣化学Ⅱ

⽔産⽣物環境学Ⅰ ⽔産⽣物環境学Ⅱ ⽔産海洋学 ⽔産海洋学

⽔圏⽣態系の保全
と再⽣

⽔産経済学 ⽔産経済学

⽔産⾷品科学 ⽔産⾷品科学

海洋資源化学Ⅰ 海洋資源化学Ⅱ 栽培漁業学 栽培漁業学

C-1-2.数式を業務に必要なレベルで
解析、処理できる。

C-1-1.実験や計算の結果を評価し、
⾃分の考えを正しく表現出来る。

⾃然科学総合実験 ⾃然科学総合実験 ⽣物統計解析

B-5.下記の知識を統合し、学際的
知識を理解し、説明できる。

動物組織学Ⅰ 動物組織学Ⅱ

⿂類学Ⅰ ⿂類学Ⅱ

動物発⽣学Ⅰ 飼料・草地学Ⅰ

動物⽣理学Ⅰ 動物⽣理学Ⅱ

⽔族⽣理⽣態学Ⅰ ⽔族⽣理⽣態学Ⅱ

動物形態学Ⅰ 動物形態学Ⅱ

動物⾏動⽣態学Ⅰ 動物⾏動⽣態学Ⅱ

藻類学Ⅰ ⽔族⽣化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

動物学Ⅰ 動物学Ⅱ

⽣物化学Ⅰ ⽣物化学Ⅱ

無機物質化学
Ⅰ

無機物質化学
Ⅱ

有機物質化学
Ⅰ

有機物質化学
Ⅱ

基礎化学結合
論Ⅰ

基礎化学結合
論Ⅱ

基礎化学熱⼒
学Ⅰ

基礎化学熱⼒
学Ⅱ

基礎⽣化学Ⅰ 基礎⽣化学Ⅱ 有機化学Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅰ

基礎⽣物有機化学
Ⅱ

⼊⾨線形代数Ⅰ ⼊⾨線形代数Ⅱ ⼊⾨微分積分Ⅰ ⼊⾨微分積分Ⅱ 物理数学Ⅰ 物理数学Ⅱ

電磁気学基礎 熱⼒学基礎

電磁気学概論 熱⼒学概論

情報科学Ⅰ 情報科学Ⅱ

サイバーセキュリ
ティ基礎論 数値解析学Ⅰ 数値解析学Ⅱ

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・テーマ
ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

学術英語・スキル
 ベース

アグリフードシス
テムと農学

ミクロ経済学

⼈間・社会・
⽂化A

⼈間・社会・
⽂化B

⼈間・社会・
⽂化A

⼈間・社会・
⽂化B

政治経済学

教育基礎学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

現代教育学⼊
⾨

教育基礎学⼊
⾨

課題発⾒科⽬ 課題発⾒科⽬

学術アプローチ科
⽬

学術アプローチ科
⽬

領域 学修⽬標（学⼠課程） 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 4年⽣

科学英語

科学英語

学術英語・集中演習学術英語・集中演習

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅱ）

学術英語・インタラクション 学術英語・アカデミックライティング

学術英語・CALL１ 学術英語・CALL２

学術英語・アカデ
ミックリテラシー

学術英語・アカデ
ミックリテラシー

学術英語・アカデ
ミックリテラシー

学術英語・アカデ
ミックリテラシー

学術英語・集中演習 学術英語・集中演習

卒業研究発表の機会を利⽤して、教員側からの評価項⽬（5項⽬）と学⽣の⾃⼰
分析項⽬（5項⽬）をつき合わせ、学⽣に不⾜する知識・能⼒、特にディプロ
マ・ポリシーの「C-1.専⾨的能⼒」および「C-2.統合・創造能⼒」について、
不⾜する点を抽出する。その問題点を克服するために必要なカリキュラムの検

討・改善を図る。

基幹教育セミナー

哲学・思想⼊⾨ 哲学・思想⼊⾨
先史学⼊⾨ 先史学⼊⾨
歴史学⼊⾨ 歴史学⼊⾨

⾼年次基幹教育科⽬

基盤・発展 統合

⼼理学⼊⾨ ⼼理学⼊⾨

⽂学・⾔語学⼊⾨ ⽂学・⾔語学⼊⾨
芸術学⼊⾨ 芸術学⼊⾨

⽂化⼈類学⼊⾨ ⽂化⼈類学⼊⾨

経済史⼊⾨ 経済史⼊⾨

The Law and Politics of
International Society

法学⼊⾨

A-2. 多様な知の交流を⾏い、他者
と協働し問題解決にあたることが

できる。

健康・スポーツ科学演習

A-3.海洋⽣物・⽔産科学のみならず
広く⾃然科学分野についての興味

をもつ。

アセスメント・プラン

「学⽣による⾃⼰評価項⽬」結果と学⽣のGPAをつき合わせて、学⽣個⼈個⼈について学修上の問題点を抽出する。抽出
した問題点について、科⽬のシラバス内容が適切・充分であるかを検討し、必要であればシラバス内容の修正を図る。同
時にカリキュラム・ポリシーにそった体系的な積み上げ学修が出来ているかを検討し、新たな科⽬設定も含めて、科⽬の

配置を再考する。

学年
学⼠課程の時期区分

法学⼊⾨
政治学⼊⾨ 政治学⼊⾨
経済学⼊⾨ 経済学⼊⾨

地理学⼊⾨ 地理学⼊⾨
社会学⼊⾨ 社会学⼊⾨

農学⼊⾨Ⅰ

農学⼊⾨Ⅱ

A 主体的学
び・協学

A-1. 深い専⾨的知識と豊かな教養
を背景とし、⾃ら問題を⾒出し、
創造的・批判的に吟味・検討する

ことができる。

A-5.情報処理能⼒、コミュニケー
ション能⼒を涵養し、⾃分の考え

を正しく表現できる。 情報演習Ⅰ 情報演習Ⅱ

卒業研究

卒業研究

海洋資源化学実験

⽔族⽣化学実験

細胞⽣物学

B-1.数学・物理学に関する基礎的
知識を理解し、説明できる。

⼒学概論

集団⽣物学

⽣態系の科学

分⼦⽣物学

分⼦細胞⽣物学

⼒学基礎

⽣物⽣産⽣態学

動物⽣産科学コース ⽔産科学分野 

学年

D．実践

C-2．技能
（統合・創造

能⼒）

C-2-1.問題点を⾒出し、その解決策
を考える事ができる。

知識を統合し、問題解決に利⽤す
ることができる。

無脊椎動物学

専⾨英語

C-1．技能
（専⾨的能

⼒）

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

C-1-5.海洋⽣物の⽣産に関わる⽣命
現象について業務に必要なレベル

で解析し、処理できる。

基礎化学実験

C-1-4.海洋⽣物資源の最適⽣産・保
護・管理について業務に必要なレ

ベルで解析し、処理できる。

C-1-3.海洋⽣物資源の利⽤について
業務に必要なレベルで解析し、処

理できる。

⽔産科学実験

卒業研究

海洋微⽣物学Ⅰ

卒業研究

卒業研究

実地⾒学

増殖学実習

⽣物化学実験

⽔産増殖学実験

⽔産⽣物環境学実験

海洋微⽣物学Ⅱ

数理統計学

B-2.化学に関する基礎的知識を理
解し、説明できる。

B．知識・理
解

動物⽣産科学概論

B-4.現代科学、特に⽔産科学に関
わる諸科学の様々な現象を理解

し、説明できる。

B-3.⽣物学に関する基礎的知識を
理解し、説明できる。

⽣物学概論

基礎⽣物学実験Ⅰ 基礎⽣物学実験Ⅱ

海洋⽣物学実験

A-4.⽂章表現能⼒、⼝頭発表能⼒、
及び討議⼒を持って広く世界と交
流し、効率的に情報を発信、吸収

できる。

⾔語⽂化科⽬（第⼆外国語Ⅰ）

農学部等学生課
テキストボックス
水産科学分野
令和７年度以降入学者
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